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祖在，多くの都道府県で児童生徒の実態に応 じ， きめ細かな対応ができ るよ う少人数教

育が薗施されてお り， 子どもたらやイ宋護者から大変有をとされています。　しかし， 自治体

庖自 で少人数教育を推菟す るこ とは厳しい財政状況な どに より ｍ界かお り， 教育条件の地

域開格差が拡がり つつあり ，一方では低所得者の拡大 ・固定化循進んでいま す。 この よう

に自治体の財政力や保護者の家計の違いによって教育水準に格差があってはならず， 目は

教育の機会均等をイ宋障するた めに も教育予算をｍ全体と して しっ かり と参イ宋 ・充実する必

要かおり ます。

学校現場では，新学習指導膜鎖への対応だけでな く， 貧鵈 ・い じめ ・不を校など解決す

べき氛題が霾１積 しており ，子 ども たち のゆたかな学びを実現する ための教材研究や授業準

備の時間 を十分に確保する こと が困難な状況 とな っていま す。 ゆたかな学びや学校の働き

方改革を実現する ためには，抜本的な定数改善針聡に基づ く教職員定数改善が彫下司欠で

す。

義務教育費笆本価，担鸚度は， 義務教育の内容・ 永顰の参席，獸債巾』，兄竜生徒に行き徭

いた教育を行う人材参イ呆のために堅持しなければな りません。縦しい翳牧す況の申，都道

府県の独 自財源に よる 定数措置が行われていますが， 地方 自治体の財政を圧迫していま

す。 目の施策として定教改善に魁けた財源保障を し， 子どもたちが全国のどこに往んでい

ても，一定水準の教育をラけられる ことが憲法上の戛読です。 ゆたかな子どもの学びを保

障するための条件整備は不Ｔ僞欠です。

こう した観点から，政府予算編成において本陳情事項が実現される よう ，地方自治毎第

９９ 粂の規定にも とづき国の関イ鼻機関への意見書提芭を陳情いた しま す。
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